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2

村
の
再
生
に
向
け
て

現
在
、
再
生
委
員
会
で
は
、
村
の
再
生
に
む
け
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
住
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
山
積
し

て
い
る
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
第
６
回
・
７
回
再
生
委
員
会
で
の
主
な
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
の
再
生
に
向
け
て

第
6
回
再
生
委
員
会

9
月
2
日
開
催

第
7
回
再
生
委
員
会

9
月
16
日
開
催

第
６
回
再
生
委
員
会
で
は
、「
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
活
用
策
」、「
地
域
活
性

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ

ン
（
素
案
）」
の
３
項
目
が
検
討
さ
れ
ま
し

た
。具

体
的
に
は
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
の
活
用
策
、
地
域
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
、
前
回
か
ら
引
き
続
き
継
続
し
て
検

討
さ
れ
、
ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
元
気
プ
ラ

ン
の
素
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
各

委
員
か
ら
次
の
意
見
・
提
案
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

◆
主
な
意
見
の
要
旨

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の

見
直
し

¡
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
だ
け
を
踏
み

込
ん
で
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
公
共
施

設
全
体
に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

¡
こ
の
場
で
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、
も

っ
と
時
間
を
か
け
て
十
分
な
議
論
を
行
う

べ
き
だ
と
思
う
。

¡
行
政
で
な
く
て
も
、
公
的
な
機
関
で
運
用

で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

地
権
者
と
の
契
約
内
容
も
あ
る
が
、
閉
館

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
。

地
域
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

¡
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
単
独
で
捉
え
る
と
経
費

も
か
か
る
の
で
、
関
連
す
る
も
の
を
統
合

し
て
総
合
的
に
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

¡
今
ま
で
に
も
計
画
が
あ
っ
て
実
現
し
な
か

っ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
特
徴
の

あ
る
も
の
を
一
つ
か
二
つ
に
し
ぼ
り
実
現

に
向
け
て
取
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

¡
村
の
代
名
詞
は
金
剛
山
だ
と
思
う
が
、
金

剛
山
に
行
く
ま
で
が
非
常
に
寂
し
い
と
思

う
の
で
、
そ
の
道
中
で
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
。

¡
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、
女
性
が
魅
力

を
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

と
思
う
。

千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ
ン
（
素
案
）

¡
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
く
な
か
な
か
理
解
し
に

く
い
と
思
う
の
で
、
概
要
版
な
ど
を
作
り

内
容
を
分
か
り
や
す
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

第
７
回
再
生
委
員
会
で
は
、「
千
早
赤
阪

村
元
気
プ
ラ
ン
（
素
案
）
概
要
版
」
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
今
ま
で
の
検
討
内
容
を
取

り
ま
と
め
た
元
気
プ
ラ
ン
の
概
要
版
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
っ
た
後
、
各
委
員

か
ら
意
見
・
提
案
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
主
な
意
見
の
要
旨

千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ
ン
（
素
案
）

概
要
版
に
つ
い
て

¡
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
分
か
り
に
く
い
の
で
、
も
う

少
し
分
か
り
や
す
い
よ
う
な
工
夫
を
し
て

ほ
し
い
。

¡
職
員
定
数
の
削
減
と
し
て
20
人
削
減
し
89

人
と
な
っ
て
い
る
が
、
妥
当
な
数
字
な
の

か
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
年
功
序
列
で
は

な
く
、
実
力
主
義
に
し
て
職
員
の
や
る
気

を
出
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

¡
再
生
委
員
会
は
検
討
を
す
る
場
で
あ
っ
て

決
定
す
る
場
で
は
な
い
の
で
、
再
生
委
員

会
で
の
決
定
事
項
と
い
う
説
明
は
避
け
て

も
ら
い
た
い
。

¡
再
生
プ
ラ
ン
な
の
で
、
収
支
を
合
わ
す
た

め
に
は
鬼
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

¡
や
る
気
に
な
ら
な
い
と
何
も
で
き
な
い
。

必
ず
実
行
す
る
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
職
員
の
意
識
改

革
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課



10
月
１
日
か
ら
機
構
改
革
を
実
施
し
ま
し

た
。新

た
な
財
政
課
題
や
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
意
思
決

定
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
部
制
を
廃
止
し

簡
素
で
フ
ラ
ッ
ト
な
課
制
に
変
更
し
ま
し
た
。

変
更
点
は
、
組
織
変
更
に
よ
る
部
を
廃
止

し
ま
し
た
。

主
な
改
善
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
課
の
秘
書
人
事
係
と
企
画
広
報
係
で

新
た
に
秘
書
政
策
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

○
住
民
課
の
保
険
年
金
係
と
健
康
福
祉
課
の

福
祉
医
療
係
で
保
険
課
を
設
置
し
ま
し

た
。

健
康
福
祉
課
の
事
務
所
は
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
福
祉
係
や
高
齢

介
護
係
に
御
用
の
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
産
業
建
設
課
の
産
業
係
と
観
光
事
業
課
を

統
合
し
て
産
業
振
興
課
に
変
更
し
、
産
業

建
設
課
の
名
称
を
建
設
課
に
変
更
し
ま
し

た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課
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こ
こ
が

変
わ
り
ま
す

こ
こ
が

変
わ
り
ま
す

秘
　
書
　
係�

企
画
広
報
係�

総
　
務
　
係�

財
　
政
　
係�

村
民
税
係�

固
定
資
産
税
係�

収
　
税
　
係�

住
　
民
　
係�

環
境
衛
生
係�

人
権
推
進
係�

福
　
祉
　
係�

高
齢
介
護
係�

保
健
予
防
係�

保
険
年
金
係�

福
祉
医
療
係�

建
　
設
　
係�

都
市
計
画
係�

農
　
林
　
係�

商
工
観
光
係�

庶
務
会
計
係�

業
　
務
　
係�

工
務
管
理
係�

�

会
　
計
　
係�

秘
書
政
策
課�

�

総
　
務
　
課�

�

税
　
務
　
課�

��

　�住
　
民
　
課�

��

健
康
福
祉
課�

�

保
　
険
　
課�

�

建
　
設
　
課�

�

産
業
振
興
課�

�

上
下
水
道
課�

��

会
　
計
　
室�

助
　
役�

村
　
長�

収入役事務兼掌�

◆
議
会
事
務
局�

◆
教
育
委
員
会
事
務
局�

◆
農
業
委
員
会
事
務
局�

◆
選
挙
管
理
委
員
会�

�

選
挙
管
理
委
員
会
　
　
事
務
局（
総
務
課
）�

議
　
　
会�

庶
　
務
　
係�

�

議
　
事
　
係�

庶
務
学
事
係�

指
　
導
　
係�

施
設
管
理
係�

学
校
給
食
係�

社
会
教
育
係�

社
会
体
育
係�

教育委員会�農
業
委
員
会
　
　
　
　
事
務
局（
産
業
振
興
課
）�

学校教育課�

�

社会教育課�

教　育　長�

フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
に
変
わ
り
ま
す

フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
に
変
わ
り
ま
す

機構�

改革�
機構�

改革�
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８
月
11
日
、
農
業
振
興
地
域
内

（
一
部
地
域
を
除
く
）
に
お
い
て
、

大
阪
府
農
空
間
保
全
・
活
用
指
針
に

基
づ
く
農
空
間
保
全
・
活
用
地
域
が

指
定
さ
れ
、
優
良
農
地
な
ど
の
保
全

区
域
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
が
、
村
と
の
協
議
、
村
農

業
委
員
会
の
意
見
聴
取
を
経
て
指
定

し
た
も
の
で
、府
内
で
は
寝
屋
川
市
、

枚
方
市
、
豊
能
町
、
泉
佐
野
市
に
続

く
５
例
目
、
南
河
内
地
域
で
は
第
１

号
と
な
る
も
の
で
す
。

指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、

産
業
振
興
課
お
よ
び
農
業
委
員
会
事

務
局
に
お
い
て
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
農
空
間
保
全
・
活
用

地
域
内
に
お
い
て
、
農
地
の
荒
廃
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
関
係
機
関
が
連

携
し
て
農
家
の
相
談
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

農
地
の
転
用
や
開
発
を
考

え
ら
れ
る
前
に
、
産
業
振
興

課
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。大

切
な
農
空
間
を
守
り
、

生
か
す
取
り
組
み
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
農
空
間
と
は

農
地
を
中
心
に
、
里
山
、

集
落
、
農
業
用
水
路
や
た
め

池
な
ど
の
農
業
用
施
設
な
ど

が
一
体
と
な
っ
た
地
域
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

産
業
振
興
課

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
族
と
離
れ
て
生
活
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
子
ど
も
が
い
ま

す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
を
家
庭
に
受

け
入
れ
て
、
深
い
愛
情
と
理
解
を
も

っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
里
親
を
、
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
求
め
て
い

ま
す
。
里
親
に
は
、

①
「
養
育
里
親
」
一
定
期
間
育
て
る

（
養
子
縁
組
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
含
め
る
）。

②
「
短
期
里
親
」
施
設
入
所
中
の
子

ど
も
を
週
末
や
夏
休
み
な
ど
に
迎

え
る
。

③
「
親
族
里
親
」
両
親
死
亡
な
ど
の

た
め
三
親
等
内
の
親
族
で
育
て
る
。

④
「
専
門
里
親
」
虐
待
な
ど
で
心
身

の
傷
つ
い
た
子
ど
も
を
豊
か
な
専
門

知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
育
て
る
。

委
託
期
間
中
は
、
子
ど
も
の
生
活

費
な
ど
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
里
親
に
な
る
に
は
一
定
の

要
件
や
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

1
@5
１
１
３
１

大
阪
府
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で

は
、
大
阪
里
親
連
合
会
と
共
催
で
、

府
民
を
対
象
に
里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
22
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所
　
大
阪
社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
「
わ
が
家
が
に
ぎ
や
か
に

な
り
ま
し
た
里
親
家
庭
」

費
用
　
無
料

定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
保
育
あ
り

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
大
阪
府
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

¡
大
阪
里
親
連
合
会
事
務
局

1
０
７
２
（
２
９
５
）
８
８
３
８

日
時
　
10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル

出
展
　
文
化
協
会
所
属
ク
ラ
ブ
作
品

（
俳
句
、短
歌
、水
彩
画
、手
編
み
）

学
校
、村
内
在
住
・
在
勤
者
作
品

日
時
　
10
月
30
日（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル

出
演
¡
文
化
協
会
所
属
ク
ラ
ブ

（
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
、

楠
踊
会
、オ
レ
ン
ジ
エ
コ
ー
、

シ
ー
プ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
）

¡
中
学
校
吹
奏
楽
部

¡
和
太
鼓
「
雄
凛
音
」

主
催
　
千
早
赤
阪
村
文
化
協
会

※
30
日
の
み
送
迎
車
を
運
行
し
ま
す
。

詳
し
く
は
折
り
込
み
ち
ら
し
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
被
疑
者

（
犯
人
と
思
わ
れ
る
人
）
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で

き
な
い
。こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関

と
し
て
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
検
察
審

査
員
が
被
害
者
な
ど
の
申
し
立
て
に

よ
り
事
件
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
つ

皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
い
つ
か
は
検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
検
察
審
査
員
は
、
皆
さ
ん
の
健

全
な
常
識
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
、
法
律
な
ど
の

専
門
的
な
知
識
は
特
に
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
に
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

堺
検
察
審
査
会
事
務
局

（
大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
内
）

1
０
７
２
（
２
２
３
）
７
０
０
１

（
内
線
２
７
０
）

あ
な
た
も
里
親
に

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

第
24
回
文
化
展
開
催

第
21
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

▲農業振興地内指定の一部

南
河
内
地
域
第
１
号

村
が
農
空
間
保
全
・
活
用
地
域
に

指
定
さ
れ
ま
し
た



5

下
赤
阪
棚
田
の
会
で
育
て
た
コ
ス

モ
ス
が
、
紫
や
ピ
ン
ク
の
色
鮮
や
か

な
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
す
。

場
所
は
村
立
中
学
校
・
下
赤
阪
城
跡

の
西
側
斜
面
で
す
。
コ
ス
モ
ス
摘
み

も
で
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
振
興
課

第
22
回
商
工
祭
（
主
催：

富
田
林

商
工
会
、
共
催：

富
田
林
市
・
河
南

町
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪
村
）
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
10
月
23
日（
日
）（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
富
田
林
市
立
富
田
林
小
学
校

校
庭
（
富
田
林
市
常
盤
町
）

内
容
　
即
売
会
（
青
果
、
野
菜
、
衣

料
、
日
用
品
な
ど
）
、
抽
選
会

（
空
ク
ジ
な
し
）、
イ
ベ
ン
ト
、
う

ま
い
も
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
商
工
会
　
1
@5
１
１
０
１

社
会
復
帰
を
目
指
す
受
刑
者
が
、

木
工
、
印
刷
、
洋
裁
、
金
属
、
皮
工

な
ど
の
作
業
に
就
き
、
職
業
的
技
能

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

刑
務
所
作
業
製
品
を
一
般
の
人
た
ち

に
紹
介
し
ま
す
。
全
国
の
刑
務
所
の

作
業
製
品
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
12
日（
土
）〜
13
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
13
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所
　
大
阪
刑
務
所
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線

堺
市
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
刑
務
所

1
０
７
２
（
２
３
８
）
８
２
６
９

大
阪
府
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

パ
ソ
コ
ン
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
め

て
パ
ソ
コ
ン
を
触
る
初
心
者
向
け
の

講
習
会
で
す
。

講
習
日
　
毎
月
開
催
（
申
し
込
み
は

随
時
）

費
用
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
負

担
）

要
件
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

コ
ー
ス
　
肢
体
障
害
者
コ
ー
ス

視
覚
障
害
者
コ
ー
ス

聴
覚
障
害
者
コ
ー
ス

場
所
　
大
阪
府
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
大
阪
市
天
王
寺
区
六
万
体
町
３
―

21
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

1
06
（
６
７
７
６
）
１
２
２
１

月
日
　
①
10
月
22
日（
土
）

②
平
成
18
年
１
月
21
日（
土
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場
所
　
大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
３
階
ホ
ー
ル
（
大
阪
市

北
区
天
神
橋
６
―
４
―

20
）

費
用
　
無
料

定
員
　
各
１
５
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

受
付
　
①
10
月
17
日（
月
）（
消
印
有
効
）

②
１
月
16
日（
月
）（
消
印
有
効
）

申
込
書
配
付
場
所

村
建
設
課
、
府
建
築
都
市
部
建
築
企

画
課
、（
財
）大
阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

（
財
）大
阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

1
06
（
６
９
４
２
）
０
１
９
０

府
民
の
労
働
生
活
の
安
定
と
良
好

な
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
相

談
会
と
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

期
間
　
10
月
24
日（
月
）〜
28
日（
金
）

〈
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
総

合
労
働
事
務
所
（
エ
ル
・
お
お
さ
か
）

1
０
６
（
６
９
４
６
）
２
６
０
８

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、「
困
っ

た
」「
納
得
で
き
な
い
」「
も
っ
と
く
わ

し
く
知
り
た
い
」
な
ど
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

○
大
阪
一
日
合
同
行
政
相
談
所

日
時

10
月
11
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
㈱
大
丸
大
阪
心
斎
橋
店
本
館

７
階
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
設
会
場

○
堺
合
同
行
政
相
談
所

日
時

10
月
24
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

㈱
高
島
屋
堺
店
９
階
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
特
設
会
場

〈
問
い
合
わ
せ
〉

近
畿
管
区
行
政
評
価
局

行
政
相
談
課
　

1
06
（
６
９
４
１
）
８
３
５
８

社
協
会
員
募
集

地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
に
、
是
非
、

皆
さ
ん
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
一
般
会
費
（
個
人
）

１
口
５
０
０
円
（
１
年
）

○
特
別
会
員
（
法
人
、
事
業
所
、
団

体
な
ど
）１
口
３，
０
０
０
円（
年
）

○
組
織
構
成
会
員

１
口
５，
０
０
０
円（
年
）

共
同
募
金

「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い

る
国
民
助
け
あ
い
の
共
同
募
金
が
、

10
月
１
日
か
ら
、「
地
域
の
福
祉
、

み
ん
な
で
参
加
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な

募
金
は
、
大
阪
府
共
同
募
金
会
を
通

じ
て
福
祉
施
設
の
運
営
費
や
改
善

費
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
費
な
ど
の
民
間
社
会
福
祉
事
業
に

配
分
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
奥
野
武
彦
（
水
分
４
４
５
）

３
０，

０
０
０
円

亡
叔
母
奥
野
キ
ミ
エ
の
供
養
と
し
て

◎
東
條
佐
登
子
（
森
屋
３
６
４
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
長
男
毅
の
満
中
陰
志
と
し
て

◎
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支
部

３
０，

０
０
０
円

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の
指
定
寄
付

◎
千
早
赤
阪
国
際
交
流
の
会

１
６
４，

６
１
１
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

コ
ス
モ
ス
園
が
開
園

富
田
林
商
工
祭
開
催

第
18
回
関
西
矯
正
展
開
催

障
害
者
Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習
会

受
講
者
募
集

木
造
住
宅
所
有
者
向
け

耐
震
診
断
・
改
修
講
習

会
お
よ
び
個
別
相
談
会

パ
ー
ト
・
派
遣
・
契
約
社
員

な
ど
の
労
働
ス
タ
イ
ル
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催

行
政
相
談
週
間

10
月
17
日
〜
23
日

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ



１

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
は
、
天
然

の
鉱
物
繊
維
で
、
白
石
綿
（
ク
リ
ソ

タ
イ
ル
）、
茶
石
綿
（
ア
モ
サ
イ
ト
）、

青
石
綿
（
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
）、
ア

ン
ソ
フ
ィ
ラ
イ
ト
、ト
レ
モ
ラ
イ
ト
、

ア
ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
の
６
種
類
が
あ

り
、
熱
、
摩
擦
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
に

も
強
い
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
丈
夫
で
変
化
し
に
く
く
、
加

工
し
や
す
い
な
ど
建
築
材
料
、
産
業

機
械
、
化
学
設
備
な
ど
に
幅
広
く
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

２

ア
ス
ベ
ス
ト
は
何
に
使
用
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
？

製
品
の
大
半
は
、
ス
レ
ー
ト
、
ビ

ニ
ー
ル
タ
イ
ル
、
外
壁
材
、
内
装
材

な
ど
建
材
製
品
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど

の
配
管
や
機
器
の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
、
パ

ッ
キ
ン
、
耐
熱
・
電
気
絶
縁
板
、
自

動
車
の
ブ
レ
ー
キ
・
ラ
イ
ニ
ン
グ
、

ク
ラ
ッ
チ
・
フ
ェ
ー
シ
ン
グ
な
ど
の

磨
耗
材
な
ど
、
広
範
に
使
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

３

な
ぜ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
健
康

に
悪
い
の
で
す
か
？

ア
ス
ベ
ス
ト
の
１
本
の
繊
維
は
直

径
数
ミ
ク
ロ
ン
か
ら
そ
れ
以
下
、
長

さ
は
数
ミ
ク
ロ
ン
か
ら
数
十
ミ
ク
ロ

ン
と
い
っ
た
非
常
に
小
さ
な
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
非
常
に
飛
散
し
や

す
く
、
そ
れ
を
人
が
吸
い
込
む
こ
と

Q Q Q ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）に
つ
い
て

に
よ
り
影
響
を
与
え
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
通
常
の
環
境
で
は

半
永
久
的
に
分
解
、変
質
し
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
異
物
を
吸
い
込
ん
だ
場

合
は
咳
や
痰
と
と
も
に
体
外
に
出
す

仕
組
み
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ス

ベ
ス
ト
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
た

め
、体
内
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４

石
綿
の
製
造
・
使
用
等
の
規

制
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
７
年
４
月

に
有
害
性
の
高
い
茶
石
綿
（
ア
モ
サ

イ
ト
）
お
よ
び
青
石
綿
（
ク
ロ
シ
ド

ラ
イ
ト
）
を
含
有
す
る
製
品
に
つ
い

て
、
そ
の
製
造
・
使
用
な
ど
を
禁
止

し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
は
そ

の
他
の
石
綿
も
禁
止
の
対
象
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
石
綿
を
含
有
す

る
建
材
、
摩
擦
材
、
接
着
材
の
製
造

な
ど
は
禁
止
さ
れ
、
現
在
は
一
部
の

製
品
（
シ
ー
ル
材
、
石
綿
布
な
ど
）

を
除
い
て
石
綿
製
品
の
製
造
・
使
用

な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

５

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で
発
症

す
る
病
気
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
？

ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
う
こ
と
に
よ
り

発
症
す
る
疾
病
と
し
て
は
次
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
中
皮
腫

（
２
）
肺
が
ん

（
３
）
石
綿
肺
（
じ
ん
肺
）

Q Q

（
４
）
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚

（
５
）
胸
膜
炎

な
お
、
こ
れ
ら
の
病
気
を
発
症
す

る
ま
で
の
潜
伏
期
は
15
年
〜
50
年
程

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

６

自
分
の
家
に
石
綿
を
含
む
建

材
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
な
の
で
す
が
？

吹
き
つ
け
石
綿
や
劣
化
し
た
製
品

で
な
け
れ
ば
、ア
ス
ベ
ス
ト
と
ゴ
ム
、

セ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
他
の
物
質
と
混

在
し
た
多
く
の
石
綿
製
品
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
飛
散
し
に
く
い
も
の
が
多

い
と
思
わ
れ
、
心
配
し
す
ぎ
な
い
こ

と
も
大
切
で
す
。

見
た
目
の
判
断
で
は
困
難
な
場
合

は
、
絶
対
に
こ
す
っ
た
り
、
切
っ
た

り
、
割
っ
た
り
せ
ず
、
商
品
名
、
製

造
年
が
わ
か
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
メ

ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７

近
所
で
解
体
工
事
を
し
て
お

り
石
綿
が
飛
散
す
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
で
す
が
大
丈
夫
で
す
か
？

「
大
気
汚
染
防
止
法
」
で
は
、
一

定
規
模
以
上
の
石
綿
が
吹
き
付
け
ら

れ
て
い
る
建
築
物
を
解
体
な
ど
す
る

場
合
に
は
届
け
出
を
す
る
こ
と
、
ま

た
、
石
綿
が
大
気
中
に
飛
散
し
な
い

よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
解
体
後
発
生
す
る
廃
石
綿

に
つ
い
て
は
適
正
な
処
理
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
飛
散
性
の
高
い
吹
き
付
け

Q Q

石
綿
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
特
別
管
理
産
業

廃
棄
物
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、

非
飛
散
性
の
石
綿
に
つ
い
て
も
環
境

省
廃
棄
物
担
当
課
か
ら
取
り
扱
い
の

技
術
指
針
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
住
民
課

¡
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉
課
）

6

◆アスベストに関する総合相談窓口
アスベストホットライン
大阪府環境農林水産部　環境管理室
事業所指導課　泉州地域指導グループ
106（6944）6503

◆建築系アスベスト産業廃棄物に関すること
大阪府環境農林水産部　循環型社会推進室
産業廃棄物指導課　建設廃棄物指導グループ
106（6941）0351（内線3824）

◆建築リサイクル法の届出物件に関すること
大阪府建築都市部　建築指導室
審査指導課　建築リサイクルグループ
106（6941）0351（内線3025）

◆吹き付けアスベスト除去工事に係る改
修工法に関すること
大阪府建築都市部　建築指導室
建築企画課　企画推進グループ
106（6941）0351（内線4321）

◆室内環境に関すること
大阪府健康福祉部　環境衛生課
生活衛生グループ
106（6941）0351（内線2584）

◆石綿紡繊産業に関すること
大阪府商工労働部　商工振興室
地域産業課　製造業振興グループ
106（6941）0351（内線2625）

◆健康に関する相談
大阪府富田林保健所1（23）2681

◆アスベストに関する職業環境対策、健
康管理手帳、健康診断に関すること
大阪労働局　労働衛生課
106（6949）6500
羽曳野労働基準監督署　安全衛生担当部署
10729（56）7161

◆アスベストに関する労災補償に関すること
大阪労働局　労災補償課
106（6949）6507
羽曳野労働基準監督署　労災補償担当部署
10729（56）7161

◆主な府内の専門医療機関
独立行政法人国立病院機構　刀根山病院
106（6853）2001
独立行政法人国立病院機構
近畿中央胸部疾患センター
1072（252）3021
独立行政法人労働者健康福祉機構
大阪労災病院（相談・特殊検診）
1072（252）3561
大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター
10729（57）2121

アスベストによる病気が疑われるときは、まずはかかりつけのお医者さんに相談してください。必要があれば専門医療機
関を紹介してもらえます。また、アスベストによる病気は、多くの呼吸器専門の医療機関や総合病院で治療を行っています。

◎アスベストのばく露歴のある人は今すぐ禁煙を！
国際的な研究によると、アスベストのばく露のない非喫煙者の肺がんを発病する危険度を１としたとき、アスベスト

のばく露のみでの危険度は５倍、喫煙のみで10倍、アスベストのばく露と喫煙と両方あると50倍の危険度になるとされ
ています。 このように、アスベストのばく露と喫煙が重なると肺がんを発病する危険度は飛躍的に高まることが明ら
かになっています。 喫煙されている人は、ぜひ禁煙されることをお勧めします。

※ばく露…さらされること

各種相談・問い合わせ窓口のご案内

ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）に
つ
い
て
Q

A
&



○
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の

防
止

¡
１
つ
の
ド
ア
に
錠
は
２
つ
以
上
と

り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

¡
散
歩
や
隣
近
所
へ
行
く
と
き
に

も
、
必
ず
戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

¡
隣
近
所
と
一
声
か
け
あ
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

○
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
犯
罪
防
止

¡
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
バ
ッ
ク
は
車
道
の
反

対
側
に
し
っ
か
り
持
ち
ま
し
ょ
う
。

¡
自
転
車
の
前
か
ご
に
入
れ
る
と
き

全
国
地
域
安
全
運
動
10
月
11
日
〜
20
日

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

¡
自
動
車
を
駐
車
す
る
時
は
、
エ
ン

ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
し
て
車
内
に
は
、
貴
重
品
な
ど

を
置
か
な
い
で
、
自
動
車
盗
、
車

上
狙
い
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
５
つ
の
約
束

①
１
人
で
遊
び
ま
せ
ん
。

②
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
き
ま
せ

ん
。

③
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら

大
声
を
出
し
て
助
け
を
求
め
、

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
へ
逃

げ
込
み
ま
す
。

④
だ
れ
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か
、
い
つ
帰

る
か
を
家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
出

か
け
ま
す
。

⑤
お
友
だ
ち
が
連
れ
て
行
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
大
人
の
人

に
知
ら
せ
ま
す
。

※
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
を
見
か
け
た
ら
、
早
く
帰
る
よ
う

に
「
ひ
と
声
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
》

子
ど
も
が
知
ら
な
い
人
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
た
り
、
不
審
者
に
後
を
つ

け
ら
れ
る
な
ど
、
身
の
危
険
を
感
じ

た
と
き
に
駆
け
込
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

身
の
回
り
で
起
き
て
い
る
事
件
、

事
故
、
困
り
ご
と
や
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

被
害
に
あ
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

警
察
へ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

○
犯
罪
被
害
に
関
す
る
一
般
相
談

1
06
（
６
９
４
１
）
０
０
３
０

ま
た
は
、
＃
９
１
１
０

○
犯
罪
被
害
給
付
制
度
に
つ
い
て

（
被
害
者
対
策
第
三
係
）

1
06
（
６
９
４
３
）
１
２
３
４

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
　
1
@5
１
２
３
４

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
人

7

場
し
ま
す
。

「
・
・
・
か
の
赤
阪
の
城
と
申
す
は
、

東
一
方
こ
そ
山
田
の
畔
重
々
に
高
く

し
て
、
・
・
・
」

『
太
平
記
』

こ
の
記
述
か
ら
は
、
楠
木
正
成
が

築
い
た
赤
阪
城
跡
の
周
囲
に
は
、
棚

田
が
あ
っ
た
と
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
、「
下
赤
阪
の
棚
田
」
は
、
文
化

的
景
観
と
し
て
の
み
で
な
く
、
歴
史

的
に
も
評
価
が

必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 Vol.13

今
回
は
「
下
赤
阪
の
棚
田
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
下
赤
阪
の
棚
田
」
は
、
平
成
11

年
に
農
林
水
産
大
臣
に
よ
り
「
日
本

の
棚
田
百
選
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
え
っ
、
田
が
村
の
歴
史
と
関
係

あ
る
の
？
」
と
疑
問
に
思
わ
れ
る
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
実
は
、「
下
赤

阪
の
棚
田
」
は
本
村
の
歴
史
を
語
る

う
え
で
、
と
て
も
大
事
な
も
の
で
、

『
太
平
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
登

▲史跡赤阪城跡
「下赤阪の棚田」（日本の棚田百選）

※棚田…斜面地に階段状に積み重なった
田のこと

き
い
つ
け
や
ー
　

き
い
つ
け
や
ー
　�

あ
ん
た
の
こ
と
や
で

あ
ん
た
の
こ
と
や
で�

そ
の
バ
ッ
ク

そ
の
バ
ッ
ク�

き
い
つ
け
や
ー
　

き
い
つ
け
や
ー
　�

あ
ん
た
の
こ
と
や
で

あ
ん
た
の
こ
と
や
で�

そ
の
バ
ッ
ク

そ
の
バ
ッ
ク�

き
い
つ
け
や
ー
　�

あ
ん
た
の
こ
と
や
で�

そ
の
バ
ッ
ク�
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９月９日げんき保育園・16日小吹台小学
校に、本の世界の楽しさを伝えていきたい
という思いの「おはなし隊」と絵本など500

冊乗せたキャラバンカーがそれぞれ訪れま
した。
小吹台小学校では、図書室で毎週火曜日

の午後、読み聞かせボランティアが交代で
本の読み聞かせをしています。長濱校長は、
「子どもたちにお話や絵本に接する機会を少
しでも多くつくり、本を通じて豊かな想像
力を育てたい」と話していました。

▲小吹台小学校

▲
げ
ん
き
保
育
園

▲

小

吹

台

小

学

校

９月11日、大東市立市民体育館で大阪府総
合体育大会中央大会が開催されました。
バレーボール競技一般男子が各地区大会を

勝ち抜いた14市町村で行われました。
南河内地区代表で出場した村チームは、１

回戦で豊中市に２対１で勝ち、第２試合では
柏原市に敗れましたが、大阪府内でベスト８
に入る活躍でした。

本とのふれあいを大切に

がんばりました

●保育園・小吹台小学校●

●大阪府総合体育大会●
ソフトボールナイター大会が７月４日～25

日、９月４日、ソフトバレーボール大会がそ
れぞれ開催されました。結果は次とおりです。
¡ソフトボールナイター大会

優　勝 中津原ローディーズ（写真）
準優勝 下東阪スポーツクラブ

¡ソフトバレーボール大会

優　勝 ウイングスＢ
準優勝　プクプリティ

●スポーツ大会●

むらの話題
あ　れ　こ　れ
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中津原 南　本 真　弥さん
＜19歳　水瓶座＞

近況は・・・

天理大学の国際文化学部で英語を勉強してい

ます。

夢は・・・

これから、英語の資格をとり同時通訳の仕事

がしたいです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

８月初旬、地元の友人と、箱作
はこつくり

のピチピチビ

ーチに出かけ、思う存分泳いだことです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

空気がきれいで、静かなところです。街から

帰って来たら気分が落ち着きます。でも、コン

ビニがあればよいと思います。

来月号は・・・

中学校、高校が一緒の今中雅之くんです。

今中さんへメッセージを・・・

元気ですか。また遊ぼな。

３歳のとき、家
族でびわ湖に旅行
に行ったときです。

ShinyaMinamimoto

185

参加者募集中
「みんなのひろば」は村民の皆さんのページです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

明るくて、楽しい、仲良し姉妹になってね。
母・千遥さん

やべ　くるみちゃん
（ 矢 部　　　　来 実 ）

平成13年10月27日生まれ

やべ　きょうかちゃん
（ 矢 部　　　　杏　 果 ）

平成16年10月31日生まれ

小吹台

元気にすくすく育ってね。 母・久美子さん

きたうら　あゆみちゃん
（ 北　　 浦　　　 歩　　実　）

平成13年12月11日生まれ

きたうら　たくみくん
（ 北　　 浦　　　 拓　　実　）

平成15年10月５日生まれ

小吹
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あそびの教室では「一緒にあそぼ！」をテーマに、手遊

びやリズム体操、おもちゃ作りなどを行ないます。家では

できないダイナミックな遊びも企画します。

お子さんと一緒に遊びに来ませんか？

日時　11月10日（木）・11月17日（木）・11月24日（木）・

12月１日（木）・12月８日（木）・12月15日（木）

の午前10時～11時30分（６回コース）

場所 保健センターなど

対象 １歳６カ月から２歳６カ月ごろまでの幼児とその保

護者、兄弟姉妹も同伴可

定員　15組（初回の人優先）

費用　無料

受付　10月３日（月）～10月21日（金）

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

あそびの教室参加者募集

祭りの季節です。
未成年の人にはお酒を飲ませないで

未成年の人に飲酒がよくないのは法律で禁止されている

からだけでなく、アルコールを分解するしくみが未熟なた

め心身に次のような悪影響があります。

①急性アルコール中毒になる危険性が高い（意識を失った

りひどいときには死ぬこともある）

②判断力が低下して危険な行為にはしりやすくなる

③脳細胞の発育をさまたげる

④性ホルモンをつくる機能が抑制され、性腺機能障害（イ

ンポテンス、月経不順、不妊など）になる可能性がある

⑤早い時期に飲酒を開始するほど依存症になりやすく、シ

ンナーなど他の薬物使用に移行することが多い

このような害を周囲のおとながまず理解し、「少しぐら

いなら」と気軽に飲酒をすすめることはやめましょう。そ

して、未成年の人には、もしすすめられたら「体に悪いか

ら飲みません」ときっぱり断るように教えてあげてくださ

い。

ビール�飲まないかい？�

体に悪いので�
いりません！�

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

健康診査＆相談など

第１・３・４
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分 有料・予約制
～10時30分

こころの健康相談
午前

（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談
（月）～（金）９時30分 電話相談も可

～午後５時

血　液　検　査
第１・３

エイズ・梅毒
水曜日

午後１時

クラミジア
～２時

午後血　液　検　査 第１・３
９前30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス］ 水曜日
10時30分

療　育　相　談 午後
10月21日（金）１時30分 予約制

～３時
¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 （祝日のとき９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 は火曜日）～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

午前
９時30分
～11時30分
午後
１時30分
～３時30分

（場所：保健セン
ター１階相談室）

１ 歳 ６ カ 月 児 午後１時 平成16年１月
健　康　診　査 ～１時10分 ～３月生

３ 歳 ６ カ 月 児 午後 平成14年１月
健　康　診　査 １時45分 ～３月生～１時55分

な か よ し 広 場 10月11日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

（親と子の交流会）10月26日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
11月８日（火） 保護者

２歳児歯科健診 午後１時 平成15年７月・
～１時15分 ～９月生
１歳６カ月
・２歳
午後

歯科フォロー健診 １時45分
～２時

３歳６カ月
午後
２時15分
～２時30分
午前10時 歯・歯ぐき・入

個 別 歯 科 相 談 10月24日（月）～11時30分 れ歯に関する相
（要予約） 談を希望する人

あかちゃん広場
10月26日（水）午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
離乳食講習会

10月26日（水）午前10時 １歳までの乳児
（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 の家族

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 10月21日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善したい人
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 10月25日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

健康・育児・介保健師による 護など相談を希健 康 相 談 望する人

午前９時30分
子どもに関する

10月17日（月） ～正午
悩 み 相 談

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き
や
ま
ゆ
り

10月12日（水）
11月９日（水）

10月14日（金）

10月５日（水）

10月21日（金）

１歳６カ月･２
歳･３歳６カ月
児健診で虫歯に
なりやすいと判
定された幼児

子どもやその家族
で悩み（子どもの
発達、しつけ、不
登校、非行など）
のある人

富
田
林
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー

1
@5
１
１
３
１

※ＢＣＧ、三種混合（１期）、麻しん、風しんの予防接種
は、医療機関で実施する個別接種です。
※日本脳炎（１・２期）の予防接種は、厚生労働省の勧告
を受け、現在接種を見合わせています。
※小学校６年生を対象としたジフテリア・破傷風予防接種
は、村立小学校で実施します。私学に通学している人の
接種については、保健センターまで問い合わせください。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのことなどがあれば
保健センター（1&20069）に連絡ください。

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ 12月21日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［
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〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

が ん 検 診 予 約 受 付
平成17年度より、がん検診の実施方法が変更になりまし

たのでご注意ください。
秋期のがん検診の予約は６月から受付けており、多数の
申込みがありました。太字の日程ではキャンセル待ちで受
付けします。

胃 ・ 大 腸 が ん
月　　日 10月４日（火）・11月９日（水）
受　　付 午前９時～11時15分

対　　象
受診日現在、40歳以上の人。
※39歳以下の人は受診できません。

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

内　　容
胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

受 診 料 胃－400円・大腸－100円

場　所 保健センター
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の１割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。役場福祉
係へ事前に申し出てください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。
※くすのき号は廃止になりましたのでご了承ください。
〈予約・問い合わせ〉
健康福祉課（保健センター）

子 　 宮 　 が 　 ん
月　　日 10月20日（木）
受　　付 午後１時30分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生ま
れ（例えば昭和60年・58年･･･）の人。ただ

対　　象 し、奇数年生まれでも昨年受診できなかっ
た人は受診できます。
※19歳以下の人は受診できません。

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 300円

乳 　 　 が 　 　 ん
月　　日 10月20日（木）・11月２日（水）
受　　付 午後１時30分～３時

受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生ま
れ（例えば昭和40年・38年･･･）の人。ただ

対　　象 し、奇数年生まれでも昨年受診できなかっ
た人は受診できます。
※39歳以下の人は受診できません。

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 各45人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 500円

けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�
インフルエンザは普通のかぜに比べて全身症状が強く、

また気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することが多い

のが特徴です。特に65歳以上の高齢者や慢性疾患患者で死

亡率が通常より高くなります。ぜひ予防接種を受けて、イ

ンフルエンザから体を守りましょう。

実施期間　10月20日（木）～平成18年１月31日（火）

対象

①65歳以上（接種日現在）の希望する人

②満60歳以上満65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機

能またはヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機

能に障害を有し身体障害者手帳１級に相当する人

接種回数　１回

費用 1,000円（医療機関の窓口で支払ってください）

持参するもの

健康保険被保険者証、介護保険被保険者証など住所・氏

名・生年月日が確認できるもの

※生活保護世帯の人は費用が免除されます。保健センター

へ事前に申し出てください。

実施医療機関

村内では次の医療機関で実施・予約が必要です。

※この他にも河南町・太子町・富田林市の（社）富田林医

師会加入の医療機関でも接種できます。予約の必要な医

療機関もありますので、事前に電話で確認ください。

注意事項

予防接種では極めてまれに副反応が起こることがありま

す。接種にあたっては、体調のよいときを選ぶとともに、

主治医と十分相談して接種するようにしましょう。

特に、通院中の人で主治医のもとで接種されない場合は、

意見書など発行してもらい、接種医療機関の医師とよく相

談のうえ、接種するようにしてください。

接種できない人

①体温が37.５℃以上の人

②ワクチンの成分によってアナフィラキシーを起こしたこ

とが明らかな人

※「アナフィラキシー」とは接種後30分以内に起こるひ

どいアレルギー反応のことで、発汗、じんましん、吐き

気、おう吐、息が苦しいなどの全身反応のことです。

③重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人

④その他医師が不適当な状態と判断した人

その他

村外の施設に入所および病院に入院中の人は、施設な

どに相談ください。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

高齢者インフルエンザ予防接種

医 療 機 関 名 電話番号 所　在　地

村国保診療所 1&2 0038 水分195－１

植 田 診 療 所 1&2 1362 小吹68－831



南河内地域は秋きゅうりの産地で
す。消費者に地域農業への理解と関心
を深めてもらうためにきゅうりの産地
でハウスの見学・収穫体験・農家との
交流会などを行うバスツアーを開催し
ます。
日時　10月29日（土）

午後０時30分～４時30分
集合場所　近鉄長野線　富田林駅北口
行き先 富田林市東條地域きゅうり栽

培ハウス、サバーファーム
費用　200円（保険代）
定員　40人（応募者多数の場合は抽選）
申し込み 往復はがきに「きゅうりバ
スツアー参加希望」と書き、参加者
全員の住所、氏名、年齢、電話番号
を記入し、返信欄には住所、氏名を
記入し申し込みください。はがき１
枚につき２人まで。
受付　10月１日（土）～15日（土）（消印

有効）
〈申し込み・問い合わせ〉

〒584－0031 富田林市寿町２－６－１　
（府南河内府民センタービル内）
南河内農と緑の総合事務所
1@51131（内線270まで）

楽しい講座ですので、気軽に参加く
ださい。

時間 午後２時～３時30分
場所 くすのきホール２階会議室
定員　50人（先着順）
費用　無料
受付　10月25日（火）まで
※送迎車の運行を行いますので、申し

込み時に予約ください。
〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会事務局社会教育課
1&21300

華やいで大阪・南河内観光キャンペ
ーン協議会では、南河内の魅力を知っ
ていただくため、観光ＰＲキャラバン
を実施します。ぜひお越しください。
日時　10月23日（日）

午前９時45分～午後２時
場所 松原中央公園（近鉄南大阪線河

内松原駅下車徒歩15分）
内容　

¡南河内地域の特産品の展示・即売
¡観光冊子の配布、観光パネルの展示
〈問い合わせ〉華やいで大阪・南河内
観光キャンペーン協議会　
松原市市民生活部経済振興課
1072（337）3112

相　　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時 10月７日（金）・21日（金）

午前10時～正午（要予約）
場所　くすのきホール　視聴覚室
費用　無料
相談員　佐藤むつこさん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

教育委員会事務局学校教育課　
1&21300

村では国民年金・厚生年金などの相
談に応じる「年金なんでも相談」を行
います。大阪社会保険事務局より専門
相談員が１日出張しますので、気軽に
ご相談ください。
なお、厚生年金被保険者証・年金手

帳などの記号番号や加入脱退の年月
日、または過去の履歴などをメモして

おけばより具体的に説明ができます。
日ごろ年金について不明な点があれ
ば、ぜひこの機会にご相談ください。
相談日　10月27日（木）
¡午前10時～11時30分
（いきいきサロンくすのき健康相談室）
¡午後１時～３時
（いきいきサロンやまゆり趣味活動室）
〈問い合わせ〉保険課

土地の分筆、地積更正、建物の新
築・増築の登記や、売買、贈与、相続
など、不動産の登記に関するあらゆる
相談に司法書士・土地家屋調査士が応
じます。
日時 10月27日（木） 午後１時～４時
場所　役場第２会議室
主催　大阪土地家屋調査士会南河内支

部、大阪司法書士会堺支部
〈問い合わせ〉総務課

就職や転職、後継の希望者と企業の
採用担当者との直接面談をはじめ、必
要な情報の開放や各種個別相談を開催
します。
日時　10月19日（水）
¡合同企業説明会など
午後１時～4時

¡中・高年者就職セミナー
午前10時～11時

¡中・高年者雇用促進ワークショップ
午前11時10分～午後０時30分

場所　すばるホール（富田林市）
内容

¡就職マッチングコーナー
¡創業相談コーナー
¡中・高年者就職相談コーナー
¡シルバー人材センター相談コーナー
¡NPO就労設立相談コーナー
¡ハローワーク求人情報コーナー
¡職業適性診断コーナー
費用　無料
〈問い合わせ〉

¡大阪府総合労働事務所南大阪センター
1072（258）6533

¡富田林商工会　1@51101

13

お知らせ

南河内のきゅうり産地
体験バスツアー

くすのきホール
歴史講座

南河内観光 PR
キャラバン in 松原

教育相談

年金相談

不動産登記無料相談

中・高年者の適材適所
フェアを開催

内　容 講　師

11月15日 千早赤阪村の仏像・ 大谷女子大学教授

（火） 仏画 吉原忠雄さん

12月15日 考古学者の考古学 奈良大学教授

（木） ～考古学を築いた人々～ 酒井龍一さん

12月21日「万葉集」歌えば命の 奈良大学教授

（水）
泉わく～万葉集は言葉

上野　誠さんの文化財～

２月14日 葛城・生駒連峰 奈良大学名誉教授

（火） ～山の宗教史～ 水野正好さん
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ご
注
意
く
だ
さ
い
！

撃
退
！
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
！

★
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
説
明
を
し
て

「
屋
根
工
事
」「
耐
震
工
事
」「
シ
ロ
ア
リ
駆
除
サ
ー
ビ
ス
」「
床
下

換
気
扇
・
乾
燥
剤
散
布
」
な
ど
、
不
必
要
な
工
事
や
高
額
で
過
剰

な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
契
約
さ
せ
る
悪
質
商
法
が
横
行
し
て
い
ま

す
。

★
販
売
目
的
を
隠
し
て
の
勧
誘
や
、
消
費
者
の
判
断
能
力
不
足
に
つ

け
こ
ん
だ
勧
誘
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
ま
た
契
約
さ
せ
る
た
め
に
「
床
下
が
腐
っ
て
い
る
」
な
ど
、
う
そ

の
説
明
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
〉

¡
訪
問
販
売
に
は
、
訪
問
の
目
的
や
事
業
社
名
を
確
認
し
、
す
ぐ
に

玄
関
の
扉
を
開
け
な
い

¡
い
ら
な
い
も
の
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う

¡
事
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
し
て
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
家
族
や
身

近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

¡
事
業
者
選
び
は
慎
重
に
…
複
数
の
事
業
者
か
ら
同
じ
条
件
で
見
積

も
り
を
取
る
な
ど
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う

¡
工
事
契
約
は
必
ず
書
面
で
…
口
約
束
の
契
約
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

書
面
で
、
内
容
（
価
格
・
工
期
・
工
事
内
容
・
支
払
い
方
法
・
か

し
の
担
保
な
ど
）
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う

¡
工
事
の
追
加
・
変
更
は
よ
く
話
し
合
っ
て
…
追
加
な
ど
に
よ
る
費

用
の
増
加
は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す

¡
工
事
完
成
後
の
確
認
は
き
っ
ち
り
と
…
工
事
内
容
は
事
業
者
と
と

も
に
現
場
で
確
認
し
ま
し
ょ
う

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

雇
用
保
険
を
ご
存
知
で
す
か

☆
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
雇
用
保
険

次
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
人
も

雇
用
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

○
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
あ
る

○
１
年
以
上
雇
用
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る

働
き
続
け
る
人
を
応
援
し
ま
す
！

☆
雇
用
継
続
給
付

○
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

…
65
歳
ま
で
雇
用
継
続
を
援
助
・
促
進
す
る
制
度

○
育
児
休
業
給
付

…
育
児
休
業
取
得
と
職
場
復
帰
を
援
助
・
促
進
す
る
制
度

○
介
護
休
業
給
付

…
介
護
休
業
取
得
と
職
場
復
帰
を
援
助
・
促
進
す
る
制
度

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ハ
ロ
ワ
ー
ク
河
内
長
野
（
河
内
長
野
公
共
職
業
安
定
所
）

1
%3
３
０
８
１

◆
一
般
書

土
の
中
の
子
供
　
　
　（
中
村
文
則
）

天
使
の
ナ
イ
フ
　
　
　
　（
薬
丸
岳
）

峠
越
え
　
　
　
　
　
　（
山
本
一
力
）

運
命
じ
ゃ
な
い
人
　（
内
田
け
ん
じ
）

水
煮
三
国
志
　
　
　
　
　（
成
君
憶
）

水
滸
伝
（
一
八
）

（
北
方
謙
三
）

幸
田
文
の
マ
ッ
チ
箱
　（
松
村
友
視
）

も
っ
た
い
な
い
じ
い
さ
ん

（
今
井
美
沙
子
）

ミ
ッ
シ
ン
グ

（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
）

小
さ
な
白
い
車
　（
ダ
ン
・
ロ
ー
ズ
）

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド（
上
・
下
）

（
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
）

こ
げ
ぱ
ん
三
都
ぶ
ら
り
旅
日
記

（
た
か
は
し
み
き
）

◆
児
童
書

コ
レ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
は
お
か
あ
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
）

リ
リ
ィ
の
さ
ん
ぽ（き

た
む
ら
さ
と
し
）

【
お
は
な
し
会
】

日
時
　
10
月
５
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所
　
こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象
　
幼
児

集
め
汁
供
へ
て
霊
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事業主の
皆さん
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医　　療

平成16年11月の制度改正で、父子家
庭などについても助成対象になりまし
た。
次の条件に該当する場合は対象となり
ますので申請してください。
対象条件

①18歳未満の児童および18歳に達した
日からその日以降の最初の3月31日
までの間にある児童
②①の児童を監護する父または母
③父母のいない①の児童を養育する養
育者

（所得制限あり。例：2人世帯 230万円）
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈申請・問い合わせ〉保険課

現在使われている障害者医療証・ひ
とり親家庭医療証の有効期間は、10月
31日（月）までです。
更新の受け付けは、10月31日（月）保
険課（小吹台地区は、小吹台連絡所）
で行います。必ず更新の手続きをして
ください。（切り替え対象者には通知
します。）
もし、手続きが遅れると、11月１日
から医療費の助成を受けることができ
ませんので、注意してください。
※所得制限などにより対象外になる人

は手続きできません。
〈問い合わせ〉保険課

教育委員会

来年度小学校に就学する予定の人に
就学前の健康診断を行いますので受診
ください。
対象

平成11年４月２日から平成12年４月
１日までに生れた人
受診場所および日時

¡千早小学校
11月14日（月）午後１時30分～

¡赤阪小学校
11月15日（火）午後１時30分～

¡多聞小学校
11月16日（水）午後１時30分～

¡小吹台小学校
11月17日（木）午後１時30分～

〈問い合わせ〉

教育委員会事務局学校教育課
1&21300

国民健康保険

現在使われている国民健康保険被保
険者証は、10月31日（月）で有効期限が
切れます。
新しい国民健康保険被保険者証は、

郵送します。保険証が届かない場合や
内容に間違いがあるときは保険課に問
い合わせください。
※旧証の返却は不要です。各自で処分
してください。
〈問い合わせ〉保険課

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

国 民 年 金

国民年金保険料をまとめて納めると
割引きされる、前納割引制度がありま
す。納め忘れを防ぐためにも利用くだ
さい。
10月分から６カ月前納した場合
（※10月末日までに納付する必要があ
ります。）

〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531（代）

建　　設

大阪府では、南部大阪都市計画都市
計画区域の整備、開発および保全の方
針の変更案などを作成するにあたり、
公聴会を開催します。（説明会ではあ
りません）案の概要は、村建設課でも
見ることができます。
日時　10月28日（金）午前10時～
場所 大阪府庁新別館北館４階　大阪

府職員会館多目的ホール（地下
鉄「谷町四丁目」下車）

申込方法　公述希望者は、公述申出書
（様式指定）を、傍聴希望者は、は
がき（メールも可）に住所、氏名、

平
成
17
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
７
期
（
10
月
分
）
の
納
期
限
は
、
10
月
31
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
10
月
25
日（
火
）で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

ひとり親家庭医療助成の
申請を

障害者医療証・
ひとり親家庭医療証の
更新手続きを

就学前の健康診断

被保険者証の更新

保険料の前納について

定額保険料 定額+付加保険料

毎月納め （13,580円×6カ月）（13,980円×6カ月）
た場合 81,480円 83,880円

前納した （660円の割引） （680円の割引）
場合 80,820円 83,200円

都市計画についての
公聴会



海洋センター　1&27183

文化協会所属のフォトクラブでは、
会員を募集しています。
撮影会や作品発表会を通じて親睦を
深めませんか。
対象　村内在住・在勤者
会費　100円（月）
〈問い合わせ〉

文化協会事務局　1&21300

イ ベ ン ト

今回は、昔ながらの方法による稲の
手刈り体験や、稲わら細工などを行い
ます。
日時　10月16日（日） 午前9時～午後

４時30分ころ（雨天の場合は、
23日（日）に延期）

対象者　南河内地域の小学生（保護者
の参加はできません）

定員　40人（申し込み多数の場合抽選）
費用　500円（材料費、保険代など）
場所　河内長野市高向（集合場所：府

立「花の文化園」駐車場）
受付　10月６日（木）必着
応募方法

参加者の氏名（フリガナ）、住所、
年齢、小学校名、学年、性別、保護
者の氏名、電話番号を記入し、返信
用切手（80円分）を同封し、封書で、
〒584－0031富田林市寿町2－6－1

（南河内府民センタービル内）府南
河内農と緑の総合事務所「農とみど
りの探検隊」サポーターの会事務局
まで。なお、１通の封書で2人まで
応募できます。

〈応募・問い合わせ〉

府南河内農と緑の総合事務所
1@51131（代）（内線211）

14

（社）千早赤阪楠公史跡保存会　
1&21588 FAX&21582

千早赤阪村・太子町・河南町共同
で、就労支援のパソコン講座を行いま
す。
日時　11月15日（火）～18日（金）

４日間コース　
午前10時～午後４時

場所 河南町役場　４階　大会議室
定員　20人（応募多数の場合は抽選）
費用　無料
対象 村内在住の人で、何らかの理由
により就労できない、母子家庭の
母親、中高年齢者、臨時的な仕事
に従事し将来に不安を持つ若年者

内容 就職に役立つパソコンの基本操
作など（ワード・エクセル初級）

応募方法　往復ハガキまたは封書で、
住所・氏名・年齢・電話番号・職
業・志望動機（就労を妨げる要因）
を記入し、〒585－8501（住所不要）
千早赤阪村役場産業振興課へ

受付　10月28日（金）（必着）
※昼食は各自で用意してください。
〈問い合わせ〉産業振興課

日時　11月20日（日）
午前10時～２時間程度

場所　海洋センタートレーニングルー
ム

内容　

トレーニングマシンの使用方法
トレーニングの基礎理論

資格　16歳以上の人
定員 15人（先着順）
受付 11月18日（金）の午後５時まで
服装　運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

電話番号を記入し、大阪府総合計
画課（〒540－8570 住所不要）へ

受付　10月17日（月）（必着）
〈受け付け・問い合わせ〉

大阪府総合計画課　
106（6941）0351（内線3962）
メール

sogokeikaku＠sbox.pref.osaka.jp

福　　祉

児童手当を10月11日（火）に振り込み
ます。受給している人は口座への入金
を確認してください。
支給月額

¡１人目および２人目の児童 5,000円
¡３人目以降は１人につき　 10,000円
住所、受給者、児童数などに変更があ
った場合は、必ず届けてください。受
給者がサラリーマンで、厚生年金など
に加入している場合、退職や転職をす
ると受給資格がなくなることがあり、
後日返還金が生じる場合があります。
このような場合は、引き続き受給でき
るか問い合わせてください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

募　　集

村の史跡と味覚を訪ねてみません
か。
日時　11月５日（土）

午後０時30分～
集合場所　村立郷土資料館前
費用　大人500円、小人300円
定員　30人
申込受付　10月30日（日）まで

（電話・FAXにて）
内容

¡学芸員による村の史跡説明・資料館
見学

¡ボランティアガイドによる史跡見学
¡オプションでみかん狩り、さつまい
も堀りもあります。
コース 郷土資料館→寄手塚・身方塚
→下赤阪城跡→みかん園→道の駅
〈申し込み・問い合わせ〉

フォトクラブ会員

児童手当

史跡と味覚を訪ねて

地域就労支援事業
パソコン講座受講生

トレーニング講習会
受講者

子どもゆめ基金「第17回
農とみどりの探検隊」



ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

10月６日（木）・20日（木）

10月６日（木）

10月20日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

10月４日（火）
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
11月１日（火）
４日（金）

10月20日（木）

10月26日（水）

10月14日（金）予定

10月28日（金）予定

10月31日（月）予定

10月13日（木）
27日（木）

10月５日（水）
11月２日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,782人（＋７）

男　　3,235人（＋６）

女　　3,547人（＋１）

世帯数　2,302戸（＋６）

８月末日現在、（ ）は対前月比
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９月22日、中津原地区にある大阪府森林組合の木材総合センター内
に「南河内樹木リサイクルセンター」が完成し、竣工式が行われました。
森林の間伐材や木の枝・葉を細かい木質チップに砕き、バイオマス

発電用の燃料や合板ボードの原料などに活用されます。
〈問い合わせ〉大阪府森林組合「南河内樹木リサイクルセンター」

1&27755

樹木リサイクルセンターがオープン

トピッ クス

●上赤阪城本丸跡（国指定史跡）

大字桐山の奥に広がる山城で、お

根田城、楠木本城ともいう。本丸

（標高350ｍ）跡には「上赤阪城址」

としるした石柱があり、千畳敷とよ

ばれ、一段低い所に塹壕の跡もあり

ます。きびしい自然の地形を利用し

た城で、背後からは金剛山へ至るこ

とができます。

次号から「農村風景のんびりコース」が
始まります。

上赤阪城断面図

楠公誕生地・�
郷土資料館�

　d�
楠公産湯の�
井戸�

　d�
奉建塔�

　d�
建水分神社・�
南木神社�

　d�
上赤阪城跡�
一の木戸跡�

　d�
上赤阪城跡�
本丸跡�

楠公さん足跡めぐりコース楠公さん足跡めぐりコース
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